九月の俳句



日暮れには酔ひてうす紅酔芙蓉　　　　　　　　鶴　子
コスモスは紅色ばかり風やさし
田の道のここに今年もさくら蓼

渡り鳥かすかに見えて賀露港　　　　　　　　　文　子
秋晴れや主亡き後の草の丈
[bookmark: _GoBack]行きずりの風を纏ひて猫じゃらし
